
【特集】 P2　岩屋観音祭り・水鉄砲大会開催

P8-9　青少年の主張

P14-19　議会だより

取組地内のひまわり畑取組地内のひまわり畑



　７月１８日（土）、 勝山地区の夏の伝統行事である「岩屋観音祭り」が執り行われました。 当日は天候にも恵まれ、大

盛況のうちに幕を閉じました。

　こどもたちの元気な掛け声とともに「子どもみこし」 が地区内を巡行。 伝統の「祭ばやし」 の音色が響き渡り、 沿道

からは温かい拍手が送られました。 勝山公民館周辺に並んだバザーは多くの笑顔で溢れ、 夏のひとときを共に楽し

みました。

　7月26日（日）、 町民ふれあいプール跡地にて、 坂祝スポーツクラブ主催の「水鉄砲大会」 が開催されました。 当

日は絶好の水遊び日和となり、 多くの小学生や保護者が参加しました。

　参加者たちは頭に金魚すくいの「ポイ」 を装着し、 チームに分かれて白熱したバトルを展開。 お互いのポイを狙って

水を掛け合い、 会場には終始賑やかな歓声が響き渡っていました。 また、 競技の後には冷たいかき氷やミニゲーム

なども用意され、 参加したこどもたちは、 はじけるような笑顔で楽しんでいました。
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　６月１６日（火） 役場にて、美濃加茂高校３年生の武山愛佳さんと土屋莉愛さんが

東海大会、 全国大会に出場することを町長に報告しました。

　武山さんと土屋さんは、 ５月１５日（金）から５月１７日（日）にかけて岐阜で開催さ

れた「全日本シングルスソフトテニス選手権大会」 に続き、６月２０日（土）から２１日

（日）に愛知県で開催された「東海高等学校総合体育大会」、 ８月１日（土）から８月

２日（日） にかけて京都府で開催された「全国高等学校総合体育大会」 に出場し、

見事な活躍を見せました。

ソフトテニスで全国・東海大会出場！！

（左から）武山さん（取組）、 土屋さん（酒倉）

　７月１日（水） 役場にて、 中学３年生のリチャードソン賢斗さんが全国大会に出場

することを町長に報告しました。

　リチャードソンさんは、 ６月６日（土） に開催された「第５１回　岐阜県道場少年剣

道大会」 で第３位に輝き、 ７月２８日（火）から２９日（水）にかけて東京都の日本武

道館で開催された「第６０回記念全国道場少年剣道大会」へ出場しました。

剣道で全国大会出場！！

リチャードソンさん（加茂山）

ソフトテニス　成壮年

ソフトテニス　一般女子サッカーテニス

ソフトテニス　一般男子

　６月に開催された加茂郡体育大会で優秀な成績を収めたチームが、 7月に開催された可茂地区体育大会に加茂郡代

表として参加しました。 出場した一部のチームが9月20日（日） に開催される県民スポーツ大会に出場します。

可茂地区体育大会　結果

場所：坂祝町総合テニスコート及びドームコート

参加：小中学生男女、一般女子　５９ペア（１１７人）（加茂郡を中心に、

近隣の小中学生）

第３５回　坂祝町中日新聞楯争奪ソフトテニス大会結果表

混合選手権

男子一部

女子一部

優　勝
準優勝
第３位

高園　恵美・西﨑　心優　組（坂祝 ETC）
吉田　汎那・永田　由紀代　組（坂祝 ETC）
井戸　琴葉・大脇　ゆう　組（坂祝 ETC）

男子一部

コンソレ

優　勝
第３位
第３位

室屋　暁大・梅田　瑠旺　組（坂祝中）
荻曽　郁真・駒島　寛瑛　組（坂祝、川辺中）
佐藤　啓太・紫村　晴　　組（坂祝中）

第３位 中道　未希翔・小黒　諒哉　組（坂祝中）

男子二部 第３位 村上　斗真・中川　絢也　組　（加茂 Jr）

男子二部
コンソレ

第３位
第３位

松田　琉玖・佐藤　大吉　組　（坂祝中）
三浦　城太郎・羽上田　海翔　組　（坂祝中）

優　勝
準優勝
第３位

中田　美緒菜・中井　紗良　組（坂祝中）
牧原　早紀・石川　未織　組（坂祝中）
大谷　咲月・神戸　心々菜　組（坂祝 ETC）

女子二部

優　勝
準優勝
第３位

三品　陽菜・長尾　日向　組　（坂祝中）
粥川　愛彩・田川　陽菜　組　（坂祝 ETC）
井戸　葵葉・三品　瑠奈　組　（加茂 Jr）
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第46回全日本バレーボール小学生大会　
岐阜県大会 可茂支部予選会

令和8年度 中体連　結果 （今年の夏も坂祝中学校生徒が地域クラブや部活動の成果を発揮してきました。）

スポーツ少年団に関する問い合わせ先 : 教育課社会教育係　☎66-2409

　今月は、 野球部特集です。 現在、 坂祝町には５年生6名、 4年生８名、 3年生１名、 2年生1名、 1年生２名の

計１８名の団員が在籍しています。 野球部は、坂祝町、七宗町、白川町の連合チーム「坂祝ホワイトセブン」として、

他町のスポーツ少年団と合同で活動しています。 主に土曜日と日曜日（第3週を除く） の午前中に、 町民グラウ

ンドなどで練習を行っています。

　坂祝ホワイトセブンは、 毎年様々な大会に出場しており、 ４月に開催された「令和８年度　全日本学童軟式野球

大会　加茂支部予選」 では準優勝という結果を残

しています。 日々の練習に一生懸命取り組みつ

つ、 楽しく野球をしています。 ぜひ体験入団にお

越しください。 ご連絡をお待ちしております。

　サッカー部・ バレー部についても次号以降に載

せますので、 ぜひご覧ください。

開催日： ５月２４日（日）　　場　 所： 岐阜医療科学大学

結　 果： ３位

サッカー部
（地域クラブ加茂 SSとして出場）

地区大会　1回戦　敗退

男子ソフトテニス部
地区大会　団体戦　2回戦敗退

女子ソフトテニス部
地区大会　個人戦　
　優勝　中田美緒菜、中井紗良ペア（県大会出場）
　準優勝　牧原早紀、 石川未織ペア（県大会出場）　
地区大会　団体戦　準優勝

卓球部 男子バスケットボール部
地区大会　2回戦　敗退

女子バスケットボール部
地区大会　１回戦　敗退地区大会　男子団体　予選敗退

地区大会　伊藤心輝　3位　（県大会出場）
地区大会　女子団体　3位（県大会出場なし）

女子バレーボール部
地区大会　２回戦　敗退

【以下個人出場】

※普段の活動は一般のクラブチームで行い、

　 中体連のみ学校名で出場しています。

剣道　

中体連　剣道　可茂地区大会　男子　

個人　3位　リチャードソン 賢斗
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保健センター☎26－7201（直通）  

E－mail ： hokensenta@town.sakahogi.gifu.jp

アルコール依存で悩んでいませんか？

　酒害相談では、断酒を続けている当事者の方のお話を直接聞くことができ、アルコール依存に関するご本人やご

家族の相談に対応しています。参加をご希望の方はお気軽に下記の問い合わせ先までご連絡ください。電話相談も

実施しています。

「フレイル予防運動教室」 参加者募集

　筋力が弱くなってきたと感じているあなたに、理学療法士がお家でできる簡単な運動を

お伝えします。

　　日にち：8月26日（水）・11月12日（木）　※1回のみの参加もできます

　　時間：13時30分〜15時00分

　　定員：15名程度

　　場所・予約先：坂祝町保健センター ☎（0574）26-7201 （平日8時30分〜17時15分）

「血管いきいき教室」 参加者募集

　気をつけているつもりでも、知らないうちに塩分を摂りすぎていませんか。減塩をテーマに教室を行います。どち

らか１回だけの参加も可能です。お気軽にお申し込みください。

９月１０日～１６日は自殺予防週間

　自殺について誤解や偏見をなくし正しい知識を普及啓発することが重要です。悩んでいる方、周りで悩みのあ

る方、一人で抱え込まずにご相談ください。

●坂祝町では定期的に精神保健福祉士による「こころの健康相談」を実施しています。

　　相談は予約制ですので、必ず事前に電話又は右記の予約フォームからお申し込みください。

　　日時：９月１６日（水）１３時３０分～　　

　　場所・予約先： 坂祝町保健センター　☎26-7201

●法律とこころの相談会（弁護士と臨床心理士による相談会）

　 多重債務、生活苦、解雇、健康不安などが原因でこころの健康に支障をきたすことが

　　あります。専門家に相談することで心の負担を軽くすることができるかもしれません。

　 相談料：無料

　 日時：９月９日（水） 13時00分〜16時00分

　 場所・申し込み先：可茂総合庁舎　可茂保健所健康増進課保健予防係　

　　　　　　　　　　　　　☎0574-25-3111（内線285）

●よりそいホットライン　☎０１２０-２７９-３３８ （フリーダイヤル・無料）　24時間365日対応

●こころの健康相談統一ダイヤル　☎０570-064-556（ナビダイヤル）

　　相談可能日時：月曜日〜金曜日　18時30分〜22時30分（22時まで受付）

つ な ぐ 　 さ さ える

お こ な おう まもろうよ　　こ こ ろ

こころの健康相談予約フォーム
https://logoform.jp/f/KOzc7

●岐阜断酒新生会　問い合わせ先：☎0575-23-4414
　　日時：9月18日（金）　19時00分～20時40分 

　　会場：各務原病院西館1階ピアカウンセリング室（各務原市東山1丁目60）

日時 場所

保健センター

内容

8月28日（金）
13時30分〜15時00分

10月27日（火）
9時30分〜12時00分

講座 （あなたの血管大丈夫？）
薄味体験、 体組成計測定等

調理実習（薄味でも満足レシピ）
中央公民館
2 階 調 理 室

参加費：無料

定員：15名程度（先着順、希望の方はご予約ください）

申し込み先：坂祝町保健センター ☎（0574）26-7201 （平日8時30分〜17時15分）
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※途中休憩がありますので、 各医療機関に電話でご確認のうえお出かけください。

※都合により変更する場合がありますので、 最新の情報を加茂医師会ホームページにて確認してください。

救急 ・ 急病以外は通常の診療時間内に医療機関を受診くださるようご協力お願いします。

8・9月休日診療のお知らせ（医科・ 歯科）

「脳いきいき教室」 の参加者募集と保健師訪問のお知らせ

　最近物忘れが気になる、周りから「同じことを何回も聞く」などと言われることがありませんか。認知症への移

行を予防するために、「岐阜医療科学大学」と共同で教室を行います。

日　時：14時00分～15時00分

内　容：「認知症について学ぼう」 

　　　　 「認知症予防のトレーニング」

参加費：無料

場所・申し込み先：坂祝町保健センター　

申し込み期限：９月１１日（金） 先着２０名

たけのこ歯科医院　　　　　　　　　　TEL :42-6073西田醫院　　　　　　　　　　　　 　　　TEL:28-33719 月 6 日（日）

9 月 13 日（日）

ヒロ歯科医院　　　　　　　　　　　　 TEL :25-2097岐阜県健康管理センターすこやかクリニック　TEL:28-84259 月 20 日（日）

アスナロ歯科クリニック　　　　　　TEL :28-0050小林クリニック　　　　　　　　　　　　TEL :25-80779 月 21 日（月）

ふくい歯科　　　　　　　　　　　　　　TEL :26-2266
中部国際医療センター　　 　　　　TEL:66-1100
（選定療養費がかかります。）

みやもと歯科　　　　　　　　　　　　 TEL :24-7070
中部国際医療センター　　 　　　　TEL:66-1100
（選定療養費がかかります。）

8 月 16 日（日）

ファミリー歯科美濃加茂おとなこども矯正　TEL :25-0055みのかも西クリニック　　　 　　　　TEL:28-53109 月 22 日（火）

カモ歯科クリニック　　　　　　　 　　TEL :24-4181林クリニック　　　 　　　　　　　　　　TEL:28-88999 月 23 日（水）

ふくろう歯科クリニック　　　　　　TEL :66-2960安田内科クリニック　　　 　　　　　TEL:27-50888 月 23 日（日）

ふくた歯科クリニック　　　　　　　 TEL :24-0606太田メディカルクリニック　　　 　TEL:26-22208 月 30 日（日）

日　程 【医科】 【歯科】 診療受付時　9時～13時
診療受付時間　9時～16時30分

（混雑状況によって早まる場合があります）

ごとう歯科　　　　　　　　 　　　　　　TEL :25-0252太田メディカルクリニック　　　 　TEL:26-22209 月 27 日（日）

● 脳いきいき教室

　下記の方に保健師が個別訪問を行い、健康状態の確認や町で実施して

いる各種教室のご案内をします。

①令和８年度の後期高齢者健診の問診票の「物忘れが気になる」
　　などの項目にチェックをされた方

②令和6・7年度中に医療機関、後期高齢者健診の受診がない方

● 保健師訪問

　1月２8日（木）

　2月２5日（木）
令和9年

　９月２４日（木）

１０月２２日（木）

１１月２６日（木）

１２月１７日（木）

令和８年

物忘れと

何が違うの？

認知症って

何だろう？

6 広報 　 さかほぎ　2026.8



昔の道具に興味津 ！々坂祝小3年生が「ふるさと館」で郷土学習

坂祝町商工業の発展等に関するご寄付をいただきました
　このたび、 坂祝町役場に匿名希望の方より、 坂祝町商工業の発展等に関する

事業の推進に役立ててほしいと 200万円ご寄付いただきました。

　寄付を届けてくださった方の「商工業の発展等に関する事業へ」 というお志を

受け、 町では地域経済の振興と活力あるまちづくりの推進に活用させていただ

きます。

　坂祝町の未来を応援してくださるその温かいお気持ちに、 心より深く感謝申し

上げます。

　町ふるさと館（郷土資料館） に坂祝小学校3年生が訪れ、 総合的な学習の時間の一環として郷土学習を行

いました。

　「ふるさと館」 には、 かつて町内で盛んだった瓦製造の歴史を物語る立派な鬼瓦や、 かつての養蚕・ 農業

を支えた大型の農具、 そして大正から昭和にかけて実際に使われていた生活道具など、 約1,500点もの貴

重な民俗資料が収蔵されています。

　当日は、 町郷土史研究会「ふるさと会」 のメンバーらが案内人を務め、 道具の使い方や当時の暮らしの様

子を分かりやすく解説しました。 館内に再現された「昭和30年代の居間」 のコーナーでは、 ちゃぶ台やゼン

マイ式の柱時計、 そして現代では見かけることのないダイヤル式の黒電話に子どもたちの視線が集中。 実際

に黒電話のダイヤルを珍しそうに回してみたり、 洗濯板を使った昔の洗濯の手間に驚いたりと、 終始歓声が

上がっていました。

　児童たちは、案内人の話を一言も聞き漏らさないよう熱心にメモをとり、「今の暮らしはとても便利だけど、

昔の道具にはたくさんの知恵や工夫が詰まっていることが分かった」 「坂祝町の歴史をもっと調べてみたい」

と、 目を輝かせながら感想を話してくれました。

　教科書を開くだけでは体験できない本物の歴史と、 地域の人々との温かい触れ合いを通して、 児童たち

にとってふるさと・ 坂祝の魅力を再発見する大変貴重な学びの時間となりました。
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　「自信を持っていること」 は悪いことでしょうか。 皆さんはどう思いますか。

私は昔から、 自分に自信をもって生きてきました。 たくさん前に立って自分を魅せて、 どんな

ことにも「自分ならできる」 と歩んできました。 そんな私が小学生の頃は、 みんなから「明るい

子」 と捉えられており、 友達をたくさんもつ人気な女の子でした。 しかし、 その捉え方は、 思春期が近づ

くにつれて変わっていきました。

　中学校に入学すると、私の「自信」 の捉えられ方は、「明るい」 から「ナルシスト」 に変わっていきました。

そして、 中学一年生の後期から、 私の生活はがらりと変わりました。 元々は仲の良かった友人から陰口

を言われるようになりました。 かつての親友からは「自信がありすぎてうざい」 と言われました。 しかし、

当時の私はあまり気にしていませんでした。

　そんな私が周りの目を気にし始めたのは、 中学二年生に上がった頃でした。 私はヘアアレンジが大好き

で、その日はツインテールをして学校に行きました。 すると周りの席の人たちから、 「かわいいと思ってる？

」 「ごめんけど似合ってないよ笑」 と嘲笑されてしまいました。 私はこの時初めて、 自分が間違っている

んだと思いました。

　そして同じ年の夏休み明け、 私は自由研究で「歌」 を提出しました。 このころの私はまだ、 これが苦し

みの始まりになるなんて予想もしていなかったことでしょう。

　作品鑑賞会で、 みんなは私の歌に大注目でした。 「上手！」 「歌えるんだ！」 という声もありましたが、

私の耳に多く入ってきたのは「イタイ」 の一言でした。 その瞬間から私は本当の、 心からの「自信」 を失

いました。今まで大切にしてきた「自信」、「自分はこれでいいんだ」と思えてきたものを失った気がしました。

　今、 日本人は世界で一番自信がない人と言われています。 実際、 ダヴの調査では、 自分に自信がな

いと答えた日本人は、全人口の「93％」で世界最多というデータもあります。このような状況にある原因は、

主に二つあると私は思います。

　一つ目は「インターネットやスマートフォンの普及」、 二つ目は「なんとなくの理解」 だと思います。

　みなさん、 「アンチコメント」 というものを知っていますか？その投稿者や、 人物、 グループに対する悪

質なコメントのことです。 アンチコメントは、 インターネットの普及により、 年々増加傾向にあります。 その

中にある「ブス」 「なんか太くね？」 などの人の見た目に関するコメントはその人を傷つけ、 自信を失わせ

るものばかりです。 画面越しに書かれた言葉でも、 それを受け取る側にとっては直接言われた言葉と変

わりません。 日常的に溢れ、 目にするこれらの言葉たちが私たちの「自信」 を削っていく。 そんな気がす

るのです。 私が言われた言葉もそれに近いものがありました。

　自信がある人に対して言われる言葉、 「ナルシスト」 「自意識過剰」。 そもそもこの言葉、 しっかり理解

しているでしょうか？ナルシストとは、 自己中心的で批判に弱い人、 自意識過剰とは、 自分への評価を

気にしてしまう人という意味です。 ですがネット上や学校では「自信満々な人」 という意味で使われている

のではないでしょうか。 そう、 なんとなくの理解なんです。 本来の意味を知らないまま使われる言葉は、

人を傷つけることもあります。 「自信を持っている」 というだけで「ナルシスト」 と決めつけられてしまうこ

とで、 その人のよさや、 努力まで否定してしまうことだってあります。 そもそも「自信」 を持つことを否定

すること自体、 私は間違っていると思います。

　今、 SNSという世界を与えられ、 自由に発言する場が与えられたことにより、 生きにくくなってしまった

私たちは、 これからどうすべきだと思いますか？私は言葉の繊細さを理解して生きるべきだと思います。

言葉は、 相手を喜ばせることができますが、 少しでも間違えると相手を傷つける原因になってしまいます。

さっき紹介した二つの原因も、 言葉の繊細さを理解していれば、 人を傷つけることなく、 私たちの生活を

豊かにしてくれます。 そして、 言葉の繊細さを理解することは、 私たちでもすぐに実践できます。 今、 大

人だけではなく、 私たちもネットを使い、 言葉を学び、 話します。 そんな現代だからこそ、 言葉の繊細さ

を理解して生きることが必要不可欠だと思います。

　私は思います。 「自信を持つことは悪いことじゃない」 と。 前向きで、 とても美しいことなのだと。

中学校 3年　中村　恋絆

「自信をもっていること」

※原文表記のまま掲載しています。
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　悪口って、ダメやね。 その言葉を母からよく聞いています。 悪口によっていじめに発展したり、

不登校になったりしてしまう人がいること、 私は知っています。 小さなことでも言葉は相手の心

にキズをつくり、 残ります。 そんなことを知っているにも関わらず、 私は「イヤだな」 「ムカつく」

と思ったことは友達と共有してしまいます。 悪口がいけないことと知っているのに悪口を言ってしまいます。

私はその原因を考えてみました。 「自分の思いに共感してくれる人がほしい。」 これが理由の一つなので

はないかと私は思います。 実際に、 「ほんとそう。 前からイヤだったんだよね。」 と共感してくれる友達が

私の周りにはいます。 その言葉を聞くとなんだか心がスッキリするのもたしかです。 そんなふうに、 安心

感を求めてつい、 悪口を言ってしまうのです。 そこから「でさでさ…」 と、 気づけばその話題はどんどん

広がり、 「そういえばこの前…」 と別の出来事まで持ち出されるようになっていました。

　私の母は悪口や陰口がキライです。 そんな母の前では、 絶対に悪口を共有できませんでした。 しかしあ

る日、 「聞いてほしいんやけどさ、」 と母に話しかけられました。 私はてっきり何か相談したいことがある

のかと思っていました。 「仕事先の人が全然対応してくれへんくてさ…。」 母が言う言葉には、 あまりトゲ

が無かったけれど、 いわゆる「悪口」 でした。 私はその時、 あの悪口がキライな母にも思いをぶつけたく

なる時があるのだなと人間らしさを実感できてうれしかった記憶があります。 話を聞き終わった後、 母は

突然、 こう言いました。 「でも、 悪口ってダメやね。」 悪口を自分の子どもに話してしまったから。 そんな

理由ではありません。 この一瞬、 人として「悪」 になった自分を取り戻すために言い聞かせたのではない

かと考ました。 その母を見て、 自分が話した内容にどれほどの影響力があり、 人を悲しませるか、 私は

考えたことが無かったと気がつきました。

　私は悪口を言っている自分が楽しくて、 満足できれば良かったのです。 私は母に、 「悪口キライなのに、

なんで今言ったの？」 と問いました。 「悪い風に言っちゃったけど、 こうやって話しておけば、 透へのアド

バイスになるかと思って。 こんなこと話してごめんね。」 母のする悪口は、 私のする悪口の目的と全く違っ

ていました。 嫌なことをされたのは母であって、 嫌な気持ちになったのも母です。 しかし、 母は視点を変

えて、 「透に伝えておこう。」 にしてくれていました。 母から悪口を聞いたのはこれがはじめてです。 私は、

これまで、なんども友達と悪口を共有してきました。 母の思いを知って、罪悪感で胸がはちきれそうでした。

これまで自分が何気なく口にしてきた言葉の一つ一つを思い出しました。 あの時、 一緒に笑っていたけれ

ど、 本当は傷ついていた人がいたのではないか。 自分が言った一言で誰かが悲しい思いをしていたので

はないか。 そう考えたら、 学校で友達と笑いながら悪口を話す私。 母には一生言いたくない。 いや、 言

えませんでした。 「今日、 学校どうだった？」 と毎日聞いてくれる母に申し訳なかったです。 悪口や陰口

を話すことを心から「悪」 だと考えている母のようになりたい。 そう思いました。 「悪口はダメなこと」 そん

な簡単な考えが私はできていませんでした。 でも、 母はできています。 大人だから？それが理由ではあ

りません。 心から人の思いを大切に、 胸に生きてきたからだと私は思います。 私が言った悪口。 どれだ

けの人を傷つけてきたのか、 悲しませてきたのか。 もう一度深く反省します。 そして心にきざみ生きてい

きます。 私も母のように、 これからは「イヤだな」 「ムカつく」 と思ったとき、 すぐに誰かに話すのではなく、

一度立ち止まり、 本当にその言葉が必要なのか、 人を傷つけてしまわないかを判断したいと思います。

また、 人の思いを大切にできて、 皆から愛されるような、 あなたのようになります。 皆さんも、 心に思っ

ていること、 一度深く考えてみてください。

中学校 3年　渡邉　透

「あなたのように」

※原文表記のまま掲載しています。
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農業委員： １４名　 農地利用最適化推進委員： ３名　 任期： 令和8年７月２０日～令和１１年７月１９日

　農業委員会は、 農地の転用や権利移動についての許認可、 地域農業の振興を図る目的とし、 農地利用の集積・

集約化、 耕作放棄地の防止・ 解消などの農地の利用の最適化に関する活動を行っています。

■農業委員 （敬称略・ 順不同）　※◎会長　◯会長職務代理者

　　小栗武晴（一色）、◎小栗正幸（池端）、 兼松和幸（中組）、 村田展章（中組）、 兼松伸行（雲埋）、 三品栄二（大針）、

　　松田賢治（大針）、 臼田実穂（大針）、 鈴木友美（黒岩）、 兼松明子（黒岩）、 渡邉和廣（深萱）、◯横幕哲志（深萱）、

　　森新悟 (勝山）、 三品幸範（取組）

■農地利用最適化推進委員 （敬称略・ 順不同）

　　金森英美（池端）、 兼松和重（雲埋）、 松田孝実（大針）

新農業委員会委員・農地利用最適化推進委員が決定しました。

　少子化や人口減少など、 様々な原因により空き家が増加しています。

　空き家の増加を抑制するための対策を、 総合的かつ計画的に進めるため、 坂祝町空家対策総合実施計画の策定

に向けて、 空き家の実態調査を行います。

　調査のあとは、 空き家の件数の増減や管理されている空き家とされていない空き家の割合等の調査結果をもと

に、 坂祝町空家対策総合実施計画を策定し、 今後の空き家対策に活用していきます。

　また、 空き家の所有者に向けたアンケートなどを実施する予定です。

空き家の実態を調査します。

我が家の生活カレンダーの 9月に掲載されている早朝街頭指導日に誤りがありましたので、 お知らせいたします。
【誤】 9月21日（月）→ 【正】 9月24日（木）
ご迷惑をおかけし、 申し訳ございませんでした。

早朝街頭指導日の訂正について

テーマ「お薬のこと　もっと知ろう！～薬剤師さんから聞く知って得するお薬の知識～」

普段から、体調の維持や病気の治療のために頼っている「薬」ですが、 正しい服薬や使用ができているでしょうか？

・食前、 食後は食事からどれくらい空ければいいの？

・ 他の薬や食材との飲み合わせが心配なんだけど？

・ ジェネリックって何？

・ 湿布は何枚貼ってもいいの？

・ 常温保管、 冷暗所保管って何℃ならいいの？　など普段聞けないちょっとしたこと、

　薬が飲めなくなった時、がんの痛みのためのお薬、お薬手帳のことや知っておくと得する薬剤師さんにお願い

　できることなども教えてもらいます。

これを機会にお薬のことを正しく学び薬剤師さんと仲良くなりましょう。

皆さんのご参加をお待ちしています！

日　時： 9月12日（土）　１３時30分～１５時00分

会　場： 総合福祉会館サンライフさかほぎ　２階会議室１・２

講　師： たんぽぽ薬局　薬剤師　山口　徹氏

参加費： 無料

対象者： どなたでもご参加いただけます。 「介護者の集い」と合同開催です。

申込み： 9月１０日（木） までに電話または右のコードからお申し込みください。

こんにちは！坂祝町地域包括支援センターです。

【申し込みはこちら】

問い合わせ先： 産業環境課　　☎66 -2408（内線243）

問い合わせ先： 水道建設課　　☎66 -2407

問い合わせ先：坂祝町地域包括支援センター　☎25-7575 （共催： 愛の家グループホームさかほぎ）

（地域包括支援センターは、高齢者福祉に関する総合相談窓口です）

■在宅医療・介護連携普及啓発講演会ご案内

生活カレンダー9月7日に掲載の「介護者の集い」は開催日を変更し、上記講演会と合同開催とさせてい

ただきます。 講演会にご参加いただきますようお願いします。
お断り
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全国一斉「こどもの人権相談」 強化週間
～  なんでもおしえて  こころのもやもや  ～
　 いじめ、 虐待のほか、 学校生活、 家庭の問題など、
こどもの人権に関わる悩みごと、 心配ごとなどの相談
に応じます。
日時： 令和８年８月２８日（金） から９月３日（木）まで
　　　　午前８時３０分から午後７時まで
　　　　ただし、８月２９日（土）、 ３０日（日） は午前１０時
　　　　から午後５時まで

◆相談専用電話（こどもの人権１１０番）

　　☎０１２０-００７-１１０（フリーダイヤル）

◆SNS（LINE）による人権相談

　　アカウント名 法務局 LINE じんけん相談
　　検索 ID @linejinkensoudan

　　岐阜地方法務局 人権擁護課　
　　☎058-245-3181　（内線１６１）

わくわく体験館 【ハロウィン講座】

町の人口
（令和8年7月31日現在）

人口 8,192人
（うち、 外国人718人）

男　 4,240人

女　 3,952人

世帯数 3,596世帯
（うち、外国人世帯425世帯）

おくやみ

兼松　洋子　様 （酒倉）　８４歳

薮下　　直　　様 （深萱）　８９歳

河村　勝次　様 （取組） 94歳 

「ジャックオ ランタンをつくろう」

期日： 9/9（水） 9時～12時　9/13（日） 13時～16時
定員： 各日6名　合計12名　
内容：ステンドグラスの技法を使いランタンを作ります。
　　　　LEDキャンドル1個がついています。
対象： 大人 (小学5年生以上可 )
参加費： 4,800円 /１個 (材料費・ 消費税込 )
締切： 8月23日（日）

「ハロウィンカボチャをつくろう」

期日： 9/11（金）、 9/13（日）、 9/20（日）
時間： 9時～10時30分～　各90分
定員： 各日時6名　合計36名
内容： 吹きガラスの技法をつかいカボチャをつくります。
対象： 大人 (小学5年生以上可 )
参加費： 4,900円 /１個 (材料費・ 消費税込 )
締切： 8月23日（日）

※詳細は下記の番号までお問い合わせください。
　 わくわく体験館　☎65-1515自衛隊奨学生

　 自衛隊岐阜地方協力本部　
　　美濃加茂地域事務所（岐阜県可茂総合庁舎４階）
　　住所： 美濃加茂市古井町下古井２６１０－１
　　☎ 0574－25－7495
　　Ｅ-mail： minokamo7-gifu@rct.gsdf.mod.go.jp

　 自衛隊岐阜地方協力本部　
　　郡上地域事務所 （郡上八幡地方合同庁舎４階）　
　　住所： 郡上市八幡町有坂１２０９－２
　　☎0575－67－1272
　　Ｅ-mail： minokamo7-gifu@rct.gsdf.mod.go.jp

〈自衛隊奨学生〉

　７月１５日（水） 坂祝町教育委員会第７回定例会が開催
されました。
　次の報告事件を受け、 ３つの議案が承認されました。
報告第１２号：教育長に委任された事務の執行状況の報
　　　　　　　　　告について
議案第２９号：坂祝町要保護及び準要保護児童生徒就学
　　　　　　　　　援助費並びに特別支援教育就学奨励費支
　　　　　　　　　給要綱の一部改正について
議案第３０号：令和９年度使用教科用図書の採択について
議案第３１号：坂祝町教育委員会の点検評価について

第7回 教育委員会を開催

友だち登録は

こちらから

わ た な べ 　 　う い と

元気に大きく
育ってね

渡邉 初斗さん

（酒倉）

く  ご 　 　す ず は

三姉妹
仲良く元気に
育ってね

久呉 涼花 さん

（酒倉）

い た つ 　 　と う か

元気で
優しい子に
なってね

板津 灯花 さん

（黒岩）

か な も り 　る い

元気に大きく
育ってね

金森 類 さん

（酒倉）
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　明治１７年町村会規則が定められ、 酒倉・ 深田・大針・黒岩・深萱・勝山・

取組の 7か村は聯合（組合）村となり、役場事務所は、当時百戸以上の戸数

のあった酒倉村の中組で空き家になっていた木村氏宅に置かれました。

　明治30年に再び町村合併が進められ、 ７か村は合併し坂祝村が誕生しま

した。 役場事務所は酒倉池端に置かれましたが、 その後取組大林の小学校

東側に移築されていた旧勝山小学校の校舎を利用した時期もありました。 明治３１年の資料によれば役場の職員

は４名、 村長や助役は名誉職で必要な時だけ出勤していたそうです。

　明治44年には酒倉の兼松氏（名古屋に移転）宅を買い受け小学校東に改築、ここが４０年余り役場となりました。

戦後となり事務内容も職員数も増加したため、 昭和29年には庁舎を新築（木造） しました。 新庁舎ができてから

旧役場は、公民館・図書館として住民に利用されてきましたが、47年に保健センター建設のため取り壊されました。

　現在の庁舎は平成２年に建て替えられたものです。

ふるさとの昔

岐阜県商工連合会　 中 ・ 東濃

ブロック　広域支援室総括室長　

宮嶋健也さんです。

FMららのラジオ番組をスマートフォンや

タブレットで楽しめます。 インターネット

回線があれば世界中どこでも聞けます！

ぜひダウンロードして聞いてみてください。

昭和２9年庁舎が新築されるまでの役場

※資源物収集日には、収集ボランティア｢コスモス｣がペットボトルキャップを
　 回収しますので、 ご協力ください。
※ごみの出し方については、正しく分別し、 決められた日時に、 集積所へ
　　出してください。

缶・ビン（食品用・飲料用）を分けて「資源袋」 に。
金物、ガラスくずを分けて「もえないごみ収集
袋」に。
袋に入らない規定の大きさまでのごみは「粗大
ごみシール」 を貼って出してください。

時　 間： ８時〜10時
場　 所： 町内各自治会公民館
収集物： ペットボトル、食品トレイ、
　　　　　　　蛍光灯、 水銀式体温計、
　　　　　　紙パック、廃食用油、乾電池

場所 ： 旧町民ふれあいプール駐車場

毎日9時～17時

古紙 ・ 古着

毎週日曜日・水曜日9時～15時

その他リサイクル資源

詳細はコチラから

FMらら（FMラインウェーブ株式会社） は、 中濃地域にまたがるコミュニティ放送
局です。 主に、 地域の緊急、 災害、 市政、 文化、 生活、 市民交流に関する情報
をいち早く提供することを目的とします。 また、 この地域の特徴を生かした、 ゆ
とりある地域住民の交流・ 集いの場「音の駅」 を目指しています。

■災害に強い媒体
コミュニティ放送は、 災害時に携帯電話のような利用集中の影響を受けず、情報を
発信できます。東日本大震災が発生した際、ラジオで発信した情報が被災地を支え
る、 ということがありました。 ラジオを聴く習慣をつけることが、 災害時の情報収
集につながります。

■「さかほぎなう」 はどんな番組なの？
毎月１回（第３火曜日18時～18時20分まで） に放送している「さかほぎなう！」
ではパーソナリティの小栗さんと町内や町との関わりが深いゲストを迎え、 フリー
トークで普段の活動や意外な一面をお届けします。 学びあり、 笑いあり、 たまに
感動あり？な夜のひと時をじっくりと楽しむことができます。

App Store

ダウンロード

Google Play

ダウンロード

いつでも　どこでも　聴けるアプリが登場

【出演者を募集しています】 生放送ではないため、 日程調整を行い、収録を行います。（場所 美濃加

茂市）収録前に打ち合わせを行い、 収録後に制作スタッフが編集をして放送します。 町内外の方もご

興味がある方は企画課までご連絡ください。　問い合わせ先：企画課　☎66-2411

今回のゲストは
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● 庁舎非常放送設備の修繕費‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２,４３７千円

● システム標準化によるガバメントクラウド利用料 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３,０００千円

● 福祉施設寄贈に伴う光熱水費 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１,５６４千円

令和８年度　一般会計補正予算（第２号）の主な内容

6年2組6年2組6年1組6年1組

6月3日に坂祝小学校6年生 （47名） の皆さんが、 議会を見学に来てくれました。

寄せられた感想の一部をご紹介します。

苅谷 彩葉　さん

　町議会は、 地域の住民の意見をもとに、 それらをどうするのか詳しく話し合う場所であることがよ

く分かりました。 こうした話し合いによって予算などを決め、 町をより良く発展させていると思った

ので、 これから６年後に選挙権を得たときには、 自分の意見を大事にして選挙に行かなければなら

ないと改めて感じました。

木邉 燈和　さん

　町議会では、 坂祝町の課題を挙げ、 より良くするためにはどうしたら良いかを話し合っていました。

坂祝町が安全で豊かな町になるために、 様々な人が関わっていることが分かりました。 議長さんか

ら「自分の意見を言うことが第一歩」 と言われたので、 学校生活の中でも意見を言えるようにしてい

きたいです。

岡山 亜希歩　さん

　見学をする前は、 子どもでは分からない難しい話をしていると思っていたけれど、 獣害の話やそれ

に関係している通学路の話など、 児童や町民を大切に話していて、 思った以上に自分たちの生活に

関係しているのだなと思いました。 また、 大きな声ではきはきと話したり、 議長さんに言われてか

ら発言したりしているところがかっこいいなと思いました。

加藤 綾夏　さん

　町議会で話し合われたことが、 実際に取り組まれると、 野生動物の被害が減るかもしれないので、

とてもわくわくしています。 6年後には私たちにも選挙権があるので、よりよい坂祝町になるように、

政治に興味を持って投票に行くなど、 頑張りたいと思いました。

議会の決定で、 町はどう変わるの？
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一般質問 ～問い、 答え、 動き出す。～

７人の議員が坂祝町の現在と未来について、一般質問を行いました。

動画QRコード

林　俊太　議員
●生活圏における野生動物対策と自然環境・ 地域安全の両立について

近年、野生動物による被害が農作物だけでなく住宅地や通学路など生活圏にも広がる

中、従来の農業被害対策に加え、「生活安全」「交通安全」「通学路安全」の観点を含めた

対策や、行政・学校・地域が一体となった管理のあり方について

侵入防止柵や緩衝帯（バッファゾーン）の整備には地元の方々の協力が重要であり、「自

分たちで守っていく」環境保全への意識を持って実施していただくことが大切であると

考えています。

学校周辺での出没時には、メール配信システム「すぐーる」により情報共有を行うととも

に、学校・警察・猟友会等と連携し、児童生徒の安全確保に努めています。 野生動物対策

は特定の方々だけの問題ではなく、町民一人ひとりが関わるべき「地域全体の課題」で

あると考えております。関係機関との連携を強化し、環境づくりや啓発活動を進めなが

ら課題に取り組みます。

動画QRコード

佐藤　猛　議員
●町道などの愛称命名について　　●サイクリングロードについて

問

答

町道は「町道○○号線」など行政上の名称が多く、住民には分かりづらい状況です。町

道や坂道に親しみやすい愛称を付けることで地域への愛着や観光振興につなげては

どうか。

道路への愛称命名は、地域への愛着形成や観光振興に有効であると認識しています。愛

称の選定は、住民公募や小中学生、地域住民の参加による手法が望ましく、決定過程そ

のものが地域への誇りや絆を深める機会になると考えています。今後は先進自治体の

事例を調査研究し、主要路線を対象とした導入の可能性を検討していきます。

岐阜県が進める木曽川流域のサイクリングルート構想について、坂祝町としてどのよう

に連携・活用していく考えか。

木曽川流域のサイクリングルートについては、町も関係協議会に参画しており、日本ライ

ンロマンチック街道を含むルートの案内看板や安全対策の整備を進めていきます。木曽

川や岩屋観音、木曽川の森散策路などの地域資源を活かし、サイクリストが立ち寄りた

くなる魅力づくりを進め、交流人口の拡大や地域活性化につなげていきます。

問

答

問

答

動画QRコード

松田　賢治　議員
●保育士等の待遇改善と『こども未来戦略方針』 について

国の配置基準緩和と給与反映の乖離を踏まえ、本町における保育士の配置状況や処遇

改善の実態について

町内の保育園、こども園は法人内の運営の中で適切に配置されていると承知していま

す。両園の状況について適宜確認しながら出来る支援を適正に行うことで、安心してこ

どもを預けられる保育環境の整備、質の高い保育の確保に努めてまいります。

「こども権利の日」の設定や集中啓発、教材による学習機会の確保を進め、条例の三層

構造を分かりやすい表現で広く周知する方法について

重要なことは継続的に行っていくことだと考えておりますので、ご提案をいただきまし

た「特別な日」も参考にさせていただき、引き続き効果的な方策を検討していきたいと

思います。

児童生徒主体の宣言策定を機に、意見表明の場を制度化し、外部専門家を入れた検証

組織の設定の考えは。

独自の宣言は策定せず先進自治体の対話プロセスを参考に、今年度実施予定の「ゆる

トーク」を通じて、こどもが主体的に意見表明できる機会を制度的に活用します。

問

答

問

答

問

答
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動画QRコード

宮内　聰樹　 議員
●ボランティア募集について

●みのかも定住自立圏第４次共生ビジョンについて

動画QRコード

兼松　雄司　議員

●不登校支援について

若者のボランティア活動への参加は、主体的な地域づくりを学ぶ機会となるだけで

なく、将来のまちづくりや地域活性化を担う貴重なエネルギー（財産）となるが、その

考えは。

こども達が自由に語り合う場「ゆるトーク」の実施や町ＬＩＮＥ公式アカウントに「若者向け

情報」を整備し、ＣＳや町社協等と連携して若者が企画・実行者として活躍できる場を広

げます。これにより、町外転出後も坂祝町とつながり続け、将来の関係人口やＵターン、

ひいては次世代を支える側に回るという、人と地域の持続可能な好循環の確立を目指

します。

※ＣＳ（コミュニティ・スクール）とは、学校・保護者・地域住民が力を合わせて学校運営

に取り組む「地域とともにある学校」の仕組みです。

令和８年４月新たに策定された「みのかも定住自立圏第４次共生ビジョン」のこれまでの

成果と今後期待される成果について

定住自立圏におけるこれまでの成果としては、行政事務の効率化や行政界を超えた住

民の交流、市町村の効率的な連携などが挙げられます。今後５年間は、限られた人員の

中での住民サービスの維持・向上、資源の効果的な活用による効率的な行政サービスの

提供が期待されるため、その実現に向けた事業を進めています。

問

答

問

答

小中学校の不登校支援に向けた学校内支援体制と、中学校の複数担任制の検討に

ついて

本町の不登校児童生徒は全国と比べて少ない水準にあります。小中学校では、不登校

を含む生徒指導の課題を担任だけでなく複数の教職員で対応しています。児童生徒理

解については、多くの目で一人ひとりを見守ることが重要と考えています。中学校の

複数担任制は検討の対象となり得ますが、導入には相当な準備が必要と考えます。

教育支援センターの現状と課題について

中学校の教育支援センターは数名の生徒が利用しており、通学の習慣化や進路実現に

つながる成果が見られる一方、利用の長期化・固定化が課題です。今年度新設された

小学校の教育支援センターは専任相談員が常駐し、生徒指導主事と連携して運営を開

始しました。学校との情報共有を進め、行事参加や仲間との関わりを支援するなど、児

童が安心して過ごせる環境づくりを進めています。

問

答

問

答

児童生徒主体の宣言策定を機に、意見表明の場を制度化し、外部専門家を入れた検証

組織の設定の考えは。

独自の宣言は策定せず先進自治体の対話プロセスを参考に、今年度実施予定の「ゆる

トーク」を通じて、こどもが主体的に意見表明できる機会を制度的に活用します。

問

答

▼前ページから松田賢治議員の一般質問続き
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動画QRコード

三品　美紀　議員
●マンホールポンプ場におけるトラブルについて

●空き家対策について

　令和8年7月1日（水）、議員同士が知識や経験を共有し、より良い議会活動につなげるため、「議員スキル・シェ

ア勉強会」を開催しました。

　この勉強会では、視察や研修で学んだ内容をペーパーレスで共有し、議員同士が意見交換を行いながら理解

を深めました。今回は、人口減少時代のまちづくりや地域経済、こども食堂を通じた地域づくり、地域共生社会

の実現など、これからの坂祝町に関わるさまざまなテーマについて学びました。

今回の学び

・人口減少社会における、誰もが安心して暮らせるまちづくり（ウエルビーイング）

・こども食堂を通じた、多世代がつながる地域づくり

・地域資源を生かし、地域経済を活性化する取組

・人口減少を見据えた、持続可能なまちづくりの考え方

・地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制や重層的支援体制のあり方

　今回の学びを通して、町の課題や将来の姿を改めて考えるとともに、議会とし

て果たすべき役割を再確認する機会となりました。

　今後も、学んだ内容を議会活動や政策づくりに生かし、より良いまちづくりに取

り組んでいきます。

※「議員スキル・シェア」とは、議員が視察や研修などで得た知識や経験を共有し、 

　 お互いの資質向上につなげる取組です。

動画QRコード

林　重光　議員

●自転車の交通反則通告制度の周知について

【議会改革・活性化特別委員会】 坂祝町議会 「議員スキル・シェア勉強会を開催しました！」

マンホールポンプ場におけるトラブルに対する職員の対応頻度、異物は何か。

また、今後どのように解決するのか。

令和7年度のマンホールポンプ故障に伴う警報発生件数は１０４件です。故障の原因に

ついては、繊維類（タオル、下着等、雑巾）や紙おむつ等です。議員提案のスマッシュポン

プについては、「スマッシュ機構（裁断・破砕機能）」を搭載した新型水中ポンプで、全国で

の導入実績もあることは認識しております。今後、ポンプ更新時には費用対効果等を比

較しながら慎重に判断していきます。

※スマッシュポンプ：固形物を細かく砕いて異物詰まりを防ぐ特殊な排水ポンプ

現在の空き家バンク登録状況と、利活用促進の取り組みについて

当町の空き家バンク登録件数は現在０件です。空き家の利活用は地域活性化や移住促

進に直結するため、当町としても注力すべき重要課題と認識しています。まずは認知度

向上や所有者への働きかけを行い、登録件数を増やす取り組みに最優先で力を入れて

いきます。

問

答

令和８年４月改正の道路交通法（自転車の交通反則通告制度導入）を踏まえ、本町に

おける周知状況や今後の対応は。

坂祝町は「自転車の利用に関する見直し」について、令和８年１月に町民へメールで周知

しました。中学生への対応として、県の方針である「３年生対象」を独自に拡大し、坂祝中

学校の全学年（１〜３年生）および保護者に対して、メール配信システム「すぐーる」など

を用いて計３回の周知を実施しています。

問

答

問

答
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調査事項①　民生委員・児童委員の活動状況について

　民生委員・ 児童委員の令和７年度の相談支援活動及

び今後の課題が報告され、 それを踏まえて意見交換を

行いました。 主な議題は、 児童生徒の見守りや通学の

現状、 個人情報保護と守秘義務、 委員の選任、 研修会

の実施・参加状況などです。 地域福祉活動の現状共有

と、 運営上の重要課題について多角的な議論が交わさ

れました。

【意見・ 要望】

　登下校時の安全確保に向け、 「こども 110番の家」

の周知や通学路のトイレ協力施設の確保、 小学校への

冷水器設置を要望しました。 また、 自治会未加入世帯の生活情報把握と支援につながる連携体制の構築を

求めました。 さらに、 高齢化が進む民生委員・ 児童委員の担い手確保に向け、 負担軽減や広報強化など行

政による支援の必要性を提示しました。

調査事項②　坂祝町社会福祉協議会の地域福祉活動の現状や関連事業の概要について

　社会福祉協議会から、 子どもや高齢者、 障がい者、 生活困窮者などへの支援体制や、 新規の基幹相談支

援センター事業を含む地域福祉・ 介護サービスの現状について説明を受けました。 続いてチャレンジ就労室

やデイサービスセンターを視察し、 作業内容や利用者の様子を確認しました。 その後の意見交換では、 身寄

りのない方への支援や福祉人材の確保、 デイサービスの利用状況などについて議論が交わされ、 サンライ

フさかほぎ開館30周年記念事業も話題に上りました。

【意見・ 要望】

　生活困窮者の増加に伴う相談支援体制の強化と関係機関の連携促進を要望しました。 また、 人材確保や

育成が困難な状況にある介護職員について、 地域福祉を安定的に支えるための行政による支援策の検討を

求め、 当事者支援と担い手不足解消に向けた積極的な関与を促しました。

福祉文教委員長から報告があります！
所管事務調査

調査日 ： 令和８年６月４日（木）　　場所： 総合福祉会館サンライフさかほぎ
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総務振興委員長から報告があります！

調査事項　 近年の豪雨災害に対する坂祝町の治水対策としての河川改修工事について

　近年の豪雨災害を受けた坂祝町の河川改修工事について、 町民の生命財産を守るための費用対効果の検

証や課題解決に向けた議論を行うため、 ヒアリングと現地調査を実施しました。

　対象は主要工事である北島遊水池および西谷川調整池で、 調査内容は以下の 4点です。①工事前における

実際の水害状況と住民からの要望、②遊水池と調整池の整備によって期待される水害の低減効果、③完成し

た施設の治水機能や、 停電時を想定した対応、 移動ポンプの要請体制、④運用面における今後の課題。 こ

れら全体計画や工事の現況、 治水機能の検証を通じ、 災害に強いまちづくりへの建設的な議論が交わされ

ました。

【意見・ 要望】

　新設された北島遊水池と西谷川調整池の減災効果を最大化するため、 実効性の高い運用マニュアルの整備

を求めました。 あわせて、 新たな防災気象情報を活用し、 住民や町職員、 消防団など関係者が人命最優先

で対応できる体制の徹底を促しました。 令和7年度で一区切りを迎える河川改修事業の後は、 費用対効果を

精査し、 施設整備と避難体制を総合的に勘案した効率的な防災・ 減災施策の推進を要望しました。 また、 一

般住宅への浸透ますや雨水貯留タンクの普及に向け、 助成制度の周知や「住民参加による減災活動」 の啓発

に努め、 必要に応じて宅地開発時の設置制度化も検討を求めました。 また、 木曽川の水が町内へ逆流する

のを防ぐための、 主要なひ菅へのオートフラップ設置の実現に向けては、 今後も国などの関係機関に粘り強

く要望していきます。

所管事務調査

調査日 ： 令和８年６月５日（金）　　場所： 北島遊水池及び西谷川調整池
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３歳以上児、月曜日：体育教室　火曜日：英語　水曜日：コーラス教室と
専門講師による指導を行っています。
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かわら版メール登録

（L INEも選べます。）

坂 祝 町 公 式
Instagram
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